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▲1782～83(天明 2
～3)年  

水蒸気噴火  11 月～6 月。火砕物降下。噴火場所は鳥海山頂部火口列。 
鳴動、噴石砂、新火口生成。  

▲1845(弘化 2)年  水蒸気噴火？  4 月 4 日。噴煙、硫黄噴出。噴火場所は鳥の海火口？。  

▲1863(文久 3)年  小規模：水蒸気噴

火  
3 月 23 日。火砕物降下。噴石。(VEI1)  

1970(昭和 45)年  地震・温泉異常、

噴気  
1 月 9 日。鶴田町付近 M4.6。岳温泉で温度上昇、立木の

一部枯死。  

1972～73 (昭和 47
～48)年  

地震  11 月 5 日～8 月。北東麓、最大 M4.1。  

1976(昭和 51)年  地震  10 月 6 日。山麓の岳温泉で 13：00 頃地鳴り。  

1977(昭和 52)年  地震  7 月 10 日。6：30 から約 30 分間東山麓で地鳴りを伴う地

震群発、有感地震の最多地域は岩木山の東約 7km の弘前

市裾野。最大震度は 3～4。最大 M4.4。  

1978(昭和 53)年  噴気  5 月 6 日。赤倉沢で活発な噴気活動を発見。  

1985(昭和 60)年  地震  11 月。北東山麓で地震多発、最大 M3.6。  

1986(昭和 61)年  地震  3 月 2 日。南西山麓で地震多発、最大 M4.5。  

出典：日本活火山総覧（第 4 版）、気象庁編 平成 25年 

 

③ 現在の活動状況 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められない。 

噴火予報（活火山であることに留意）の予報事項に変更はない。 

気象庁報道発表資料「第 134 回火山噴火予知連絡会 全国の火山活動の評価」（平成 28年 2 月） 

（ http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/kaisetsu/CCPVE/shiryo/134/134_04.pdf） 
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（2） 観測体制 

岩木山の観測点配置図は以下のとおり 

出典：気象庁編（2005）日本活火山総覧（第 4版） 
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また、気象庁観測点一覧は以下のとおりである。 

出典：気象庁ホームページ 

http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/sendai/202_Iwakisan/202_Obs_points.html 

 

測器種類 地点名 
位置 設 置

高 
（m） 

観測開始日 備考 
緯度 経度 

標 高

（m） 

地震計  松代白沢 40°40.12′ 140°14.14′ 364 -98 2010.09.01 
短周期 3 成分 ボアホ

ール型 
空振計  松代白沢 40°40.1′ 140°14.1′ 364 4 2010.09.01   
傾斜計  松代白沢 40°40.1′ 140°14.1′ 364 -98 2011.04.01   
ＧＮＳＳ  
遠望カメラ  

松代白沢 40°40.1′ 140°14.1′ 364 4 2010.10.01 2 周波 
百沢東 40°37.6′ 140°19.9′ 315 5 2010.04.01   
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（3） 岩木山の火山防災対策に関する取組 

① 火山防災協議会による連携体制及び取組 

平成 26年 11月に設置された岩木山火山防災協議会（以下「協議会」と省略）が設立

された。 

 協議会では、噴火警戒レベルの導入に向けて、噴火シナリオの作成や、後述する岩木

山火山噴火緊急減災対策砂防計画検討会での結果を踏まえた影響範囲の把握などの作業

を進めていくとしている。 

＜協議会構成機関一覧＞ 

出典：岩木山火山防災協議会規約 

 

② 噴火警戒レベルの運用について 

平成 27年 9月現在、岩木山は、噴火警戒レベルの運用に至っていない。平成 26年 11

月に岩木山火山防災協議会が設置されたが、その後協議会の開催がなくレベル導入の予

定もまだ定まっていない。ただし、協議会の重要な取組として青森県（協議会事務局）

も認識しているとのこと。（担当者への聞取り） 

なお、平成 27年度第 1回協議会で、噴火警戒レベル（案）が提示され、平成 28年度

中の噴火警戒レベルの運用開始を目指し、検討が進められいる。 

 

その他 オブザーバー その他 オブザーバー

都道府県 青森県 知事 都道府県

青森県危機管理局防災危機管理課
課長,青森県環境生活部自然保護課
課長,青森県農林水産部林政課 課
長,青森県県土整備部道路課 課長,
青森県県土整備部河川砂防課 課長,
青森県観光国際戦略局観光企画課
課長,青森県中南地域県民局地域整
備部 部長,青森県西北地域県民局地
域整備部 部長,青森県西北地域県民
局地域整備部所長,鰺ヶ沢道路河川
事業所

市町村
弘前市 市長,鰺ヶ沢町 町長,西目屋
村 村長,藤崎町 町長,板柳町 町長,
鶴田町 町長

市町村

弘前市経営戦略部 部長,鰺ヶ沢町総
務課 課長,西目屋村総務課 課長,藤
崎町総務課 課長,板柳町総務課 課
長,鶴田町総務課 課長

気象庁又は
気象台

仙台管区気象台 台長,青森地方気象
台 台長

気象庁又は
気象台

仙台管区気象台 火山防災情報調整
官,青森地方気象台 防災管理官

地方整備局
又は北海道

開発局
東北地方整備局 局長

地方整備局
又は北海道

開発局

東北地方整備局企画部 防災対策技
術分析官,東北地方整備局河川部広
域水管理官,東北地方整備局青森河
川国道事務所 副所長,国土地理院東
北地方測量部 防災情報管理官

自衛隊 陸上自衛隊第９師団 師団長 自衛隊
陸上自衛隊第９師団司令部第３部防
衛班 班長

警察 青森県警察本部 本部長 警察 青森県警察本部警備第二課 課長

消防

弘前地区消防事務組合消防本部 消
防長,五所川原地区消防事務組合消
防本部 消防長,鰺ヶ沢地区消防事務
組合消防本部 消防長

消防

弘前地区消防事務組合消防本部警防
課 課長,五所川原地区消防事務組合
消防本部警防課 課長,鰺ヶ沢地区消
防事務組合消防本部消防班 班長

火山専門家

東北大学大学院理学研究科 教授 三
浦 哲,弘前大学農学生命科学部 教
授 檜垣 大助,弘前大学理工学部 教
授 小菅 正裕,弘前大学理工学部 講
師 佐々木 実,岩手大学農学部 教授
井良沢 道也

火山専門家

東北大学大学院理学研究科 教授 三
浦 哲,弘前大学農学生命科学部 教
授 檜垣 大助,弘前大学理工学部 教
授 小菅 正裕,弘前大学理工学部 講
師 佐々木 実,岩手大学農学部 教授
井良沢 道也

協議会構成機関

東北森林管理
局津軽森林管
理署 署長,国
土地理院東北
地方測量部
部長,青森県
危機管理局
局長 副会長,
青森県環境生
活部 部長,青
森県農林水産
部 部長,青森
県県土整備部
部長,青森県
観光国際戦略
局 局長

東北森林管理
局津軽森林管
理署 次長

――

岩
木
山
火
山
防
災
協
議
会

必須構成機関 必須構成機関相当

コアグループ会議又は幹事会の構成員
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出典：平成 27年度第 1回（通算第 2回）岩木山火山防災協議会 

資料 3「噴火警戒レベル（案）について」 
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③ 避難計画の策定状況 

現在、火山地域一体となった火山単位の避難計画は策定されていない。 

④ 火山防災マップ等の整備 

平成 14年に、積雪期にマグマ噴火し融雪型火山泥流が発生した場合を想定したマップ

が作成されている。現在、協議会や後述する岩木山火山噴火緊急減災対策砂防計画検討

会で新たなシミュレーション結果をもとに、火山ハザードマップの検討が進められてい

る。 

出典：弘前市ホームページ「岩木山火山ハザードマップ」より 

http://www.city.hirosaki.aomori.jp/kurashi/kinkyu/2015-0203-1315-19.html
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⑤ 岩木山火山噴火緊急減災対策砂防計画 

岩木山では、1863 年の噴火を最後に約 150 年間噴火していないが、噴火等が発生し

た場合、火山噴火に伴う土砂災害が長期的に頻発するなど、地域全体へ甚大な影響が懸

念されている。 

国土交通省では、平成 19年 4月から「岩木山火山噴火緊急減災対策砂防計画検討委員

会」（以下、検討会）を設置し、「岩木山火山噴火緊急減災対策砂防計画」（以下、緊急砂

防計画）の審議が進められ、平成 27年 3月に緊急砂防計画が策定された。緊急砂防計画

の中では、火山ハザードマップの見直しなども行われている。今後、協議会とともに検

討を進め、避難計画の前提となる火山ハザードマップが確定（協議会として承認）され

る見通しである。 

出典：岩木山火山噴火緊急減災対策砂防計画 概要版(第 4回委員会資料)より抜粋 
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⑥ 火山防災講演会の開催 

平成 27年 9月に、岩木山の麓に位置する弘

前市で、火山防災エキスパートを招き、一般住

民を対象とした火山防災講演会が開催された。

参加者は約 90名で、噴火現象や火山の恵みな

どの基礎知識、国内外の噴火災害の事例紹介、

そしてその対策の必要性など火山防災全般に

わたる講話が行われた。 
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（2） 観測体制 

十和田の観測点配置図は、以下のとおり 

出典：気象庁編（2005）日本活火山総覧（第 4版）  
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（3） 十和田の火山防災対策に関する取組 

① 火山防災協議会による連携体制及び取組 

平成 28年 3月に設置された十和田火山防災協議会（以下「協議会」と省略）が設立さ

れた。 

 今後、協議会では、秋田県と共同で、噴火警戒レベルの導入や噴火シナリオの作成な

ど、火山防災対策の検討が進められている。 

出典：十和田火山防災協議会規約 

  

その他 オブザーバー その他 オブザーバー

都道府県 青森県 知事,秋田県 知事 都道府県

青森県危機管理局防災危機管理課 課長,青森
県農林水産部林政課 課長,青森県県土整備部
道路課 課長,青森県県土整備部河川砂防課
課長,青森県観光国際戦略局観光企画課 課
長,青森県上北地域県民局地域整備部 部長,
青森県警察本部警備第二課 課長
秋田県総務部総合防災課 課長,秋田県生活環
境部自然保護課 課長,秋田県観光文化スポー
ツ部観光振興課 課長,秋田県建設部道路課
課長,秋田県建設部河川砂防課 課長,秋田県
鹿角地域振興局総務企画部 部長,秋田県警察
本部警備第二課 課長

市町村
十和田市 市長,鹿角市 市長,小坂町
町長

市町村
十和田市総務部総務課 課長,小坂町総務課
課長

気象庁又は
気象台

仙台管区気象台 台長,青森地方気象
台 台長,秋田地方気象台 台長

気象庁又は
気象台

仙台管区気象台 火山防災情報調整官,青森地
方気象台 防災管理官,秋田地方気象台 防災
管理官

地方整備局
又は北海道

開発局
東北地方整備局 局長

地方整備局
又は北海道

開発局

東北地方整備局企画部 防災対策技術分析官,
東北地方整備局河川部 広域水管理官,東北地
方整備局青森河川国道事務所 副所長

自衛隊 陸上自衛隊第９師団 師団長 自衛隊
陸上自衛隊第９師団司令部第３部防衛班 班
長

警察
青森県警察本部 本部長,秋田県警察
本部 本部長

警察
青森県警察本部警備第二課 課長,秋田県警察
本部警備第二課 課長

消防
十和田地域広域事務組合消防本部
消防長,鹿角広域行政組合消防本部
消防長

消防
十和田地域広域事務組合消防本部警防課 課
長,
鹿角広域行政組合消防本部警防予防課 課長

火山専門家

東北大学大学院理学研究科 教授 三
浦 哲,東北大学東北アジア研究セン
ター 助教 宮本 毅,弘前大学農学生
命科学部 教授 檜垣 大助,弘前大学
理工学部 教授 小菅 正裕,弘前大学
理工学部 講師 佐々木 実,秋田大学
教育文化学部 教授 林 信太郎,秋田
大学国際資源学部 教授 大場 司,産
業技術総合研究所 主任研究員 工藤
崇

火山専門家 ―

協議会構成機関

東北森林管理
局三八上北森
林管理署 署
長,東北森林
管理局米代東
部森林管理署
署長,国土地
理院東北地方
測量部 部長,
環境省十和田
自然保護官事
務所 上席自
然保護官

東北森林管理
局三八上北森
林管理署 次
長,東北森林
管理局米代東
部森林管理署
次長,国土地
理院東北地方
測量部 防災
情報管理官,
環境省十和田
自然保護官事
務所 上席自
然保護官

――

十
和
田
火
山
防
災
協
議
会

必須構成機関 必須構成機関相当

コアグループ会議又は幹事会の構成員
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③ 現在の活動状況 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められない。噴

火予報（活火山であることに留意）の予報事項に変更はない。 

気象庁報道発表資料「第 134 回火山噴火予知連絡会 全国の火山活動の評価」（平成 28年 2 月） 

（ http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/kaisetsu/CCPVE/shiryo/134/134_04.pdf） 

（2） 観測体制 

八甲田山の観測点配置図は以下のとおり 

出典：気象庁編（2005）日本活火山総覧（第 4版） 
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（3） 八甲田山の火山防災対策に関する取組 

① 火山防災協議会による連携体制及び取組 

平成 25年 9月に設置された八甲田山火山防災協議会（以下「協議会」と省略）が設立

された。 

 協議会では、噴火警戒レベルの導入に向けて、噴火シナリオの作成や、火山災害予想

区域地図の作成が進められている。 

 

出典：八甲田山火山防災協議会規約 

 

② 噴火警戒レベルの運用について 

平成 28年 5月現在で、八甲田山は、噴火警戒レベルの運用を行っていない。 

しかし、協議会では、噴火警報発令時の入山規制範囲等といった具体的な防災対応や

噴火警報等の発表基準の検討が進められている。 

 

 

 

 

 

 

その他 オブザーバー その他 オブザーバー

都道府県 青森県 知事 都道府県

青森県危機管理局防災危機管理課
課長,青森県農林水産部林政課 課
長,青森県県土整備部道路課 課長,
青森県県土整備部河川砂防課 課長,
青森県観光国際戦略局観光企画課
課長,青森県東青地域県民局地域整
備部 部長,青森県中南地域県民局地
域整備部 部長,青森県上北地域県民
局地域整備部 部長

市町村 青森市 市長,十和田市 市長 市町村

青森市総務部危機管理課 課長,黒石
市総務部総務課 課長,十和田市総務
部総務課 課長,平川市総務部総務課
課長

気象庁又は
気象台

仙台管区気象台 台長,青森地方気象
台 台長

気象庁又は
気象台

仙台管区気象台 火山防災情報調整
官,青森地方気象台 防災管理官

地方整備局
又は北海道

開発局
東北地方整備局 局長

地方整備局
又は北海道

開発局

東北地方整備局企画部 防災対策技
術分析官,東北地方整備局河川部 広
域水管理官,東北地方整備局青森河
川国道事務所 副所長,国土地理院東
北地方測量部 防災情報管理官

自衛隊 陸上自衛隊第９師団 師団長 自衛隊
陸上自衛隊第９師団司令部第３部防
衛班 班長

警察 青森県警察本部 本部長 警察 青森県警察本部警備第二課 課長

消防

青森地域広域事務組合消防本部 消
防長,弘前地区消防事務組合消防本
部 消防長,十和田地域広域事務組合
消防本部 消防長

消防

青森地域広域事務組合消防本部警防
課 課長
弘前地区消防事務組合消防本部警防
課 課長
十和田地域広域事務組合消防本部警
防課 課長

火山専門家

東北大学大学院理学研究科 教授 三
浦 哲,弘前大学農学生命科学部 教
授 檜垣 大助,弘前大学理工学部 教
授 小菅 正裕,弘前大学理工学部 講
師 佐々木 実,秋田大学国際資源学
部 教授 大場 司

火山専門家

東北大学大学院理学研究科 教授 三
浦 哲,弘前大学農学生命科学部 教
授 檜垣 大助,弘前大学理工学部 教
授 小菅 正裕,弘前大学理工学部 講
師 佐々木 実,秋田大学国際資源学
部 教授 大場 司

八
甲
田
山
火
山
防
災
協
議
会

東北森林管理
局青森森林管
理署 署長,東
北森林管理局
三八上北森林
管理署 署長,
国土地理院東
北地方測量部
部長,環境省
十和田自然保
護官事務所
上席自然保護
官,青森県危
機管理局 局
長,青森県農
林水産部 部
長,青森県県
土整備部 部
長,青森県観
光国際戦略局
局長,黒石市
市長,平川市
市長

―

環境省十和田
自然保護官事
務所 上席自
然保護官

―

協議会構成機関 コアグループ会議又は幹事会の構成員

必須構成機関 必須構成機関相当



18 

 

出
典
：
平

成
2
7
年

度
第

1
回
（

通
算

第
7
回

）
八

甲
田

山
火

山
防

災
協

議
会

 

資
料

４
「

噴
火

警
報

等
の

発
表

基
準

の
修

正
に

つ
い

て
」

 

 


